
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらすじ：どら焼き屋「どら春」の雇われ店長千太郎。お店の常連の中学生のワカナ。そこ

へ、ある日、求人広告を見て「どうしても働きたい」とやってきた老女徳江に、どら焼きの

粒あん作りを任せることに。その粒あんはあまりに美味しく、店は見る見るうちに繁盛する。

しかし、心無い噂が彼らの運命を大きく変えていく… 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

映画『あん』  ～徳江さんが作る「あんこ」が気づかせてくれるもの～ 

（2015年 河瀨直美監督作品 キャスト：永瀬正敏 樹木希林他 原作：ドリアン助川） 

 

日 時：令和２年 ９月 2６日（土）13：30～16：30 

場 所：久喜総合文化会館 研修室 3＆視聴覚ライブラリー室 

参加費：７00 円（茶菓代 含む） 

定 員：20 名（マスク着用、事前検温）  

申 込：久喜市広報９月号をご覧ください（9/７～申込） 

 

映画鑑賞後、僧侶によるシネマ

トークがあります。僧侶の視点

からの映画解説…こちらもお楽

しみに！ 

 



＜珍しくアンケートを取りました＞  その一部をご紹介します（申込 23 名、参加 20 名） 

・コロナでずっと籠っていたので、（参加出来て）楽しかったです。 

・僧侶のお話を聞いて、よく分かりました。 

・「あん」を作った監督さんの思いをうかがったような気がしました。 

・僧侶のシネマトーク、参考になりました。 

・コロナ禍の中で、また違う差別があって考えさせられた気がします。 

・ぜひ、またお願いします。 

 

 主催者のつぶやき： 

 コロナがなければ、僧侶のシネマトークの前にグループに分かれ、お茶を飲みながら座談

会をしていただいて、映画を振り返っていただいた後、お話を聞く…流れの予定でした。 

 そこはかないませんでしたが、お茶菓子にどら焼きを召し上がっていただきながら、一息

ついていただきました。（どら焼きは「あん」の映画つくりに協力した池袋の名店「すずめ

や」のどら焼きです。主催者が大好きなもので…やっぱり買ってきちゃいました。） 

 

皆さんには、今後、シネマサロンを開催するとしたら、取り上げて欲しい映画名も出してい

ただきました。次につなげていけるとよいのですが…。 

費用が問題です。                 

 

 
主催：坐禅を楽しむ会 


